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養護施設における幼児の指導調査
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最近、養護施設に収容されている児童のうち幼児の占 児の部屋割の仕方によって生ずる精神的並びに社会的発

める:百合が10年前と比ベるとかなり高くなってきてい 速の相違、職員の勤務形態と幼児保育の関係、昼間の保

る。この傾向は今後も益々強まっていくものと思われる。 育の仕方等が挙げられる。

そこて胡学賞中心の施設の在り方を再検討し、学童と幼児 当調査では、上記の諸点に関して現況把握の意味でパ

の両者を包括する保育、指導プランを考えねばならない。 イロットスタディを行った。

そのずラ γを立てる際に特に問題になることとして、幼

E 調

1.対象

全国 540筒所の養護施設に調査用紙を配送し、現在幼

児の保育・指導を担当している保母に調査用紙への記入

E 結

全国 540箇所全部に配送した調査用紙の回収は11月 1

日現在で252部 (46.7%)である。そのうち、幼児を収

容していない施設が17カ所あり、これらは除外した。以

下に各項目別に結果をみていく。

1. 記入者の特性

a 年令

第 1衰

年令〈才)11 ~251品~拍 131~担ド"";40141~ 1 N.A 

実数〈入札 1181 231' 221 221 471 

N=235 (日 2%)(9.8%)(9.4%)(9.4%)(20.0%)(1. 2%) 

表 UJ:¥回答者の50%強が25才未満の保母であること

を示すものである。

査

を依頼した。

2. 内 容

調査の項目は別表(調査察)136~138頁の通りである。

果

b 学歴

第 2表

最終学歴 l大学卒|短大卒|商校卒|その他 1N.A 

突数 11 251 吋 641 叶 2

N=235 (10.6%)(43.8%)(27.2%)(17.4%)(1. 0%) 

その他の項で最も多いのは保母専門学校、次いで教員

養成所、旧制古学じ校の服になる。

C 職歴

職

実

歴 l学
列

第 3表

生|施設関係|その他|

竺斗一日 1 73 1 

N=235 

N.A I 

41 

(43.4%) (23.3%) (31.1%) (1.7%) 

-135-



議議施設のみなさまへのお願い

最近、養護施設市立昔と異なって大変幼l'!ilが多くなったそうですが、私が皆さまと一緒に厚生省で勉強させていただいた10年前と比べて事情が全く変ってきてい

| ると思います。

収容児童のうち幼児の占める率が高〈なると運営上新たに考慮しなければならない点が多々生じてきています。例えば保育のやり方、オモチやや設備、グルー

プタfイナミ少グスの問題など、殊に幼児期は性格形成上重要な時期ですから特に必要と考えられます。

私どもは、養護施設従事者の協力のもとに、施設経営の研究をしておりますが先ず最初のこの問題と取組むこととなり、このような調査をする事になりまし

た。調査内容立必らずしも十分ではないでしょうが、この結果を新しい管理指針の参考に供することができれば幸いと願っております。

お忙しい処、申しょげ難いことですが、どうぞ御協力下さいますよう特に係からお願いする次第です。 仁木田市治〉

児指君事調査幼るけおf: 設養護 施
(調査察〉

調査目的・ 5童話E施設において幼児を保育・指導する際の問題点の把握

記入者:養護施設で突際に幼児を受持っておられる保母の方一名(事情で指導員が記入す7る場合は、記入者H の項をO印で閥んで下さい〉

調査 日:J昭和46年5月1日現在 (iil入後すく'に返送下さいますようお願いし、たします〉

調査者児童福祉施設経蛍管理研究部会代茨木岡市治東京都港区南麻布5-6-8干106

あなた〈記入者〉自身のことについてお尋ねします。

勤務している施設名 所在地

氏名 年令

最終学歴 1. 大学卒 2 短大卒

この施設に来る前の職業 1. 学生

e この施設に勤務して何年になりますか

2. 施設全般についてお尋ねします

a 昼間の幼児の保育・養護についてお答え下さい。

(イ) 昼間の保育・縫設を行う場所はどこですか

。コ) 昼間の保育・養護はどのような方法で行っていますか

判幼児集団で行っている場合、特別に専門の指導の人をおいていますか

b 幼児のための施設、設備についてお答え下さい。

(イ)幼児の寝室はどのようにしていますか L 幼児専用の寝室がある 2. 年長児と同居している 3. その他

伺幼児のための特別な保育室がありますか 1. ある 2. ない 3 その他

付幼児のために特に遊具を備えてありますか 1. ない 2 ある〈遊具名を具体的に挙げて下さい〉①

帥幼児のために現在いちばん欲じいと思うものを下の中からひとつだけえらんで下さい

1. 砂場 2. 遊戯室 3 保育教材 C具体的に ) 4. 運動・遊具類(具体的に

四
日
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話電〉

電話

(〒

) 3 その他

3"-5年

その他

才

3 高校卒 4. 

2. 施設関係勤務〈具体的に

1年未満 2. 1-3年

1. 

a 

b 

c 

d 

H 
臼
由

5年以上

2 施設外〈具体的に) 3 その他

2. 年長児と一緒に行っている 3 その他

いない〈保母、指導員が交替で兼務する場合も含む〉

4. 3 

施設内

幼児集団て仔っている

いる 2 . 

•• 1

1

1

 

1. 

@ @ 

その他

③ 

6. 

@ 

〉玩具類(具体的に5. ) 



モの他s 幼児だけの組合せを原則としている2. 年長児との組合せを原則としている制幼児の部屋・小舎の構成はどのようになっていますか

あなたの受持ちの幼児全部について下の表に御記入下さい。

質問項目 2-9は該当する項目にひとつだけO印で阻んで下さい。その他の項には(
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〉内になるべく詳しくお密き下さい。

質五蚕~堅|
1. 年性

日令l 才男 男才 才男 事 才界 男才 才男 女月2 

3.頻病度気をする a.月 l回以上 a 月 1回以上 a.月1回以上 a 月 l回以上 a.月 l回以上 a.月 I回以上 a 月1回以上 a.月 l回以上 a.月 1回以上

b.21閏-3カ月に b. 2-3カ月に b. 2-3カ月に b.21~回3カ月に b. 2-3カ月に b. 2-3カ月に b. 2-3カ月に b. 2-3カ月に b. 2-3カ月に
1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回

C.31~回6カ月に C.31~回6カ月に c. 3........6.:;旬月に c. 3-6カ月に c目31~回6カ月に c. 3-6カ月に C 31~回6カ月に c. 3-6カ月に c. 3-6カ月に
1悶 1回 1回 1回 1回

b.年 1四位 d.年 1四位 d.年 1回位 d 年 1回位 d.年 1四位 d.年 1四位 d 年 1回位 d.年 1四位

3. いち病ば気んし a.風邪 a 風邪 a.風邪 a 風邪 a.風邪 a 風邪 a.風邪 a.風邪 a.風邪
やすい

b 下痢 b.下痢 b.下痢 b.下痢 b.下痢 b 下痢 b.下痢 b.下痢 b.下痢

C.中耳炎 C 中耳炎 C.中耳炎 C.中耳炎 C.中耳炎 C.中耳炎 C.中耳炎 c 中耳炎 C.中耳炎

d 伝染病 d 伝染病 d目伝染病 d.伝染病 d.伝染病 d 伝染病 d.伝染病 d 伝染病 d.伝染病

e.その他( ) e.その他( ) e.その他( ) e.その他( ) e.その他( ) e その他( ) e その他 e.その他 e.その他

5 身体的発達 a.よい a.よい a.よい a よし、 a.よい a よい a.よい a.よい a.よし、

と(比同年べ令て〉の幼児 b.ふつう b ふつう b ふつう b.ふつう b.ふつう b.ふつう b ふつう b ふつう d.ふつう

C.わるい C.わるい C.わるい C.わるい C.わるい C わるい C.わるい C.わるい C.わるい

6 精神的発達 a.する ぐれてい a するぐれてい a.宇るぐれてい a.する ぐれてい a.するぐれてい a.するぐれてい a.する ぐれてい a する ぐれてい a.すぐれてい

〈同にと〉年比令べのて幼知児的
る

b.ふつう b.ふつう b ふつう b:ふつう b.ふつう b ふつう b ふつう b.ふつう b.ふつう

C.劣っている C.劣っている C.劣っている c 劣っている C.劣っている C.劣っている C.劣っ'ている C.劣っている c 劣っている

7脱動t集すが〉自る童よ話う号な行逸
a.少ない a.少ない a.少ない a 少ない a.少ない a.少ない a 少ない a 少ない a.少ない

b.ふつう b ふつう b ふつう b目ふつう b.ふつう b.ふつう b ふつう b. ふつう b.ふつう

C.多い C.多い C.多い C.争い C.多い c 多い C.多い C.多い c. 4tい

8. 入所経由 a 乳児院から a.乳児院から a 乳児院から a.乳児院から a.乳児院から a.乳児院から a.乳児院から a.乳児院から a.乳児院から

b.実家から b 実家から b.実家から b 突家から b.実家から b.実家から b.実家から b.実家から b 実家から

C.里親から C.竪親から c 里親から c 里親から C.奥親から C 里親から C.里親から C.旦親から C.里親から

d.親類から d.親類から d 親類から d.親類から d.親類から d.親類から d..親類から d 親類から d.親類から

e.その他 e.その他 e その他 e.その他 e.その他 e.その他 eーその他 e.その他 e その他

3. 

I
H
S
-



9 入所理由 a 父〈母〉の死 a 父〈母〉の死 a，父〈母〉の死 a，父(母〉の死la， 父去〈母〉の死 a，父〈母〉の死 a， 去父(母〉の死 a，父〈母〉の死 a， 父去(母〉の死
去 去 去 去 去 去

b'，父(母)の行 b'，父〈母3の行 b， 父方不〈母明〉の行 b'， 父方〈不母明〉の行 b 父方不〈母明〉の行 b， 父方(不母明〉の行 b'， 父方(不母明〉の行 b'， 方父不(母明〉の行 b 方父不(母明〉の行
方不明 方不明

C" 父〈母3の長 C" 期父病(母気〉の長 C、父期病〈母気〉の長 L 父病(母気〉の長 c 父期(病母気〉の長 C" 期父病〈母気)の長 C.. 期父病(母気〉の長 C， 期父病(母気〉の長 c 期父病(母気〉の長
期病気 期

d，父〈母〉の就 d 父(母〉の就 d'，父(母〉の就 d'，父(母)の就 d，父(母〉の就 d， 労父〈母)の就 d 労父(母〉の就 d 労父(母〉の就 d， 労父〈母〉の就
労 労 労 労 労

e，その他( ) eーその他 e その他 e その他 e その他 e，その他 e その他 e，その他 e その他

国
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4， 職員・幼児童数及び勤務形態についてお答え下さい。

a 全職員数 名 そのうち保母 名

会幼児窓数 名 そのうち男児 名

6才未満の男児 名

c 職員の方々の宿泊形態についてお答え下さい

(-1)児童居住棟内に宿泊している職員は何人いますか 名

帥施設内の児童棟とは別の処に宿泊している職員数 名

付施設外から通勤している職員は何人いますか 名

d 幼児担当の保母さんの勤務の交替はどのようにしていますか、具体的にお密き下さい

名

名

名

指毒事員

女児

6才未満の女児

b 

名

名

名

そのうち幼児担当をしている保母さんは

Q 

h 

H 

お

世
時
」
可
捨

また今後5， いろいろと御協力を誠にありがとうございました。最後に、養護施設に於て特に幼児を保育指導する際にどのような事が現実に問題となっているか、

の幼児の保育指噂はどうあるべきかという御意見をお聞かせ下されば寧いじ帯じます。何でも結構ですので下の空白部分に御意見をお書き下さい。



木田・中:養護施設における幼児の指導調査

第3表を見ると、学生から直接施設勤務に携わった者

が半数近くいるというこ主がわかる。これは、回答者の

年令厨からみて首肯できる傾向である。施設関係から来

た者は大半が保育所、幼稚図そして養護施設の保母であ

る。その他の項では、民間会社、官庁、小学校教諭など

からの転職が多く、家事手伝いをしていた者も若干い

る。

d.勤務年数

第 4表

勤務年数 11年未満 11-3年 13-瓦 15年以上|

実数 1 43 1 田 1 35 1 77 I 
N=235 (18.3%) (34.0%) (14.9%) (32.8%) 

当該施設に勤務するようになってから何年経つかを第

4表に示した。これによると、 3年未満が50%強おり、

また5年以上勤務している者も33%近くいた。 5年以上

勤務の中には20年を越える者もだいぶみられた。

記入者は原則として現場で幼児を担当している保母に

限定したが、何らかの都合で指導員が記入したケースが

24あった。

2. 施設の現状

今回の調査では各施設で幼児がどのような環境のもと

にあるか、また、その環境がどの程度幼児の諸問題に影

響を及ぽしているかをみようとするこιを目的としてい

るわけであるが、ここでは先ず、昼間の幼児の保育・養

護が如何になされているか、そしてさらに、幼児専用の

施設・設備がどの程度充足されているかをみることにす

る。

a.幼児の昼間保育・養護について

イ.場所

l 施設内 202 

2 施設外 18 

3. その他 15 

ロ.方法

1. 幼児集団で行っている 201 

2 年長児と一緒に行う 16 

3 その他 14' NA.'4 

ハ専任の指導者

1. ，、る 74

2 いない 152 N.A.' 9 

(イ)昼間に幼児を保育・養護する場所としては、

85.9%の施設がその施設内で実施しており、 "7.7

%の施設は一定年令以上の幼児を外部の保育所並

びに幼稚闘に通商させていることがわかった。

=139~ 

(吋 昼間保育・宝聖書Eの方法としては、 85.5~百円施設が

幼児集団を形成して行っていることがわかった。

その他の項に14(6.0%) の記入があるが この

大半が年令別のFループを形成して、保育・養護

を行っていることを表わすものである。

村昼間の保育・養護をする際、幼児担当の保母た

ちまたは指導員ちが突替でその任に携わるのでは

なくて、昼間の保育・養護だけを受持つ専任の指

導者を置いている施設は全体の31.5%で、他の施

設では保母や指導員ちが兼任していることがわか

った。

b.幼児専用の施設設備について

イ 幼児の寝室はどのようにしているか

1. 幼児専用の寝室がある 153 

2 年長児と同居している 75 

3. その他 7 

ロ 幼児専用の保育室があるか

1. ある 125 

2 ない 92 

3. その他 17 N.A. 1 

ハ 幼児専用の遊具を備えているか

1. ある 210 

2 ない 22 N.A. 3 

ユ 幼児のために現在もっとも欲しいものは何か

①遊戯室 70 

②迎動・遊具類 48

@保育教材 36 

@ 砂 場 28 

⑤玩具類 12 

@ その他 30 'N.A. 11 

ホ幼児の部屋割はどのようになっているか

1 年長児とー緒 76 

2 幼児だけの組合せ 144

3. その他 15 

(イ}幼児専用の寝室を有している施設は、全体の

65.1%あり、その他の項の2.'9;百の記入は学童女

児と同居などを意味する。一

(同幼児の専用の保育室を有している施設は、全体

の53.2%あり、その他の項の7;2%の記入は病室

や食堂等を刺用しているケースでおり、本来は2

の「ないjに記入すべきものである。よって、幼

児専用の保育案を有している施設と、もたない施

設とはほぼ同数に近いといえる。

付幼児用の遊具は、施設全体の89よ4%が基償しτ
おり、具体的には以下zのj慎の遊具が備えられてい
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制部屋割は大半 (61.3)めが幼児だけの組合せを 第 6表から施設収容幼児の80%近くが病気の中でも特

原則としており、その他の項では大舎制、縦割な に風邪に揺っている。その他の項では、歯痛、外傷、自

どの制度をとっているものが若干ある。 家中毒、湿疹及び哨息などが目立つ。しかしこれらの結

果も一般家庭の幼児とあまり変らないと思われる。

3. 幼児の鰭特性 3 身体的発達

これは調査事項(137頁参照〉の3に該当するもので、 第 7 衰

施設に収容されている幼児を、医学的、心理学的観点か

ら検討し、さらに、施設への入所理由及び入所経由の相

違が入所後に如何なる影響を及ぼしているかをみようと

するものである。

尚、記入対象となる幼児の人数を紙面の都合で 9人分

とLたが、これは、一人の保母が幼児を担任する場合、

一般に 6又は 7人位が限度であろうとの予測に立ってい

る。しかし、突際には、幾クラスかの幼児を保母が交替

で担当するケースもだいぶあり、なかには20人、 30人の

幼児全部に対して記入してきたケースも一、二あった。

結果の整理にあたって、対象幼児数は調査用紙通り 9

人で切りその他の余数は重参考にするという手続きをとっ

る。

① プラ γ コ

②滑り台

③積木

④ シーソー

⑤砂場

以下、鉄棒、ジャ Yグルジム、三輪車の順。

(司幼児のために欲しいと思うものと Lて、回答者

である保母のおよそ 1/3近くが、遊戯室を挙げて

いる。運動・遊具類の中では特に跳び箱、マッ

ト、プール等を希望するものが多い。また、保育

教材では特に紙芝居セット、絵具、モシテッソ p

-教材などを、その他の中では保育室、遊び場、

風呂などをそれぞれ希望している。

た。以下に結果を示す。

1. 病気をする頻度

第5褒病気をする頻度

|実 N 数| % 

a 月 l回以上 104 8.0 

b 2........3月に 1回 281 21. 5 

c. 3........6月に 1回 491 37.7 

d 年 l回位 422 1. 32.4 

無記入 6 0.4 

計

第 5衰を見ると、告書磁施設に収容されている 1，304人

の幼児のうち何らかの病気〈風邪を含む〉をする頻度

は、 70%が半年あるいは 1年に l四位であることがわか

る。この結果は、一般家庭の幼児とあまり差はないよう

に思われる。

2 いちばんしやすい病気

第 E表

|突 数| % 

a 風 邪 1，口28 78.8 

b 下 痢 141 10.8 

c 中 耳 炎 26 2.0 

d 伝 染 病 8 0.6 

e そ の 他 101 I 7.8 

日十 1∞o 

|実 数 1.'%' 

a よ し、 297 22;..8 

bc 無劣ふ っ記つて い入るう
756 58.0 
243 18.6 
8 0.6 

言十 l∞.0 

第7表は、施設収容幼児の身体的発達を大雑把にみた

ものである。その基準として同年令の幼児と比べてみて

どうであるかを保母に記入して貰ったわけであるが、ス

ケールが些か漠然としすぎ、大半の記入が「ふつう」の

項に集中してしまった。同様のことは第8表と第9表に

ついてもいえるわけだが、今回の調査はあくまでパイロ

だ

果
る
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第 8褒

|実 数! % 

ab 無す劣ふ ぐれつていスるるう
119 9.1 
799 61. 3 

C っ 記てい 3~ I 29.1 0.5 

言十 100.0 
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精神的発達〈同年令の幼児と比べて〉を第8表に示した

が、ここで注意すべき点は、保母が収容幼児を、同年令

の幼児と比べて、知的に劣っていると感じているとして

いる割合が30%近くにも速しているということである。

つまり、身体的にはそう大きな差〈同年令の}般家庭

幼児と比較して〉はないと思っている保母でも、知的に

は劣っていると思っている傾向がある。これによって施

設における幼児の知的〈精神的〉な側面に問題があるの

ではないかと推測される。

5 問題行動

第 9表

|突 数|

b ac 少多無A、
な ，，' 454 
つ う 585 44..9 

u、 259 19..9 
記 入 6 0.4 

計 1∞ o 

第9表は施設収容幼児の問題行動を示したものである

が、ここでいう問題行動とは、集団生活を逸脱するよう

な行動に限り、その評定をして貰った。問題行動が多い

と評定された幼児が全体の20%いるが、その具体的な調

査が今後の課題として残されていると思われる。

6 入所経由及び入所理由

次に、施設に収容されている幼児たちは、如何なる事

情で施設に収容されたのか、また、如何なる経由を辿っ

て入所するに至ったのかをみていくことにする。

第10表、第11表はそれぞれ入所の理由と経由を示すも

のである。

第10表入所理由

|突 数| % 

bCa 父父父〈〈(母母母〉〉〉のの長の行期方死不疾去病明
146 11.2 
547 41. 9 
232 17.8 

d 父(母〉の就労 165 12.7 
e そ の 他 207 15.9 

無 記 入 7 0.5 

計 100.。

第11表入所経由

|実 数| % 

a 乳児院から 379 29.1 
b 突 家 治、 ら 781 59.9 
c 里親 .'、 ら 10 0.8 

d 親そ 類 ..、 ら 89 6.8 
e の 他 39 3.0 

無 記 入 6 0.4 

計 1∞ー。

入所理由では父〈母〉の行方不明が一番多く、次に父

〈母〉の長期疾病がその図となっている。また、その他の項

の中では、離婚がー番多く、次いで母の服役、私生児、父

の服役となっており、被虐待児も 5名いた。入所経由と

しては、実家から来た幼児が60%と大半を占めている。

以上、施設に収容されている幼児の諸特性をみてきた

が、出生の違い、様々な環境の違いをもった幼児たちが

ひとつの施設の中て1畠悶生活を営み、ある者は再び療の

手元に戻り、他の者は施設の中で成長してゆくわけであ

る。一時的にしろ長期的にしろ、幼児たちが或る時期を

彼らの「家」として施設で過し、そのなかで様々な感情

体験、人間関係、諸種の学習及び社会的成熱を身につけ

ていくのである。故に彼らの「家」である施設の在り

方、運営の仕方などを様々な観点から検討し、より快適

な環境を子供たちに与えることができるように努力せね

ばならない。その為には現状をなるべく詳細に把握し分

析して、子供のためによりよき環境とは如何なるものか

を知る必要があろう。そこで次に、二、三の観点から現

状把握をしてみよう。

4. 昼間の保育の仕方が幼児に及ぼす影響につ

いて

ここでは調査用紙 (136.7頁参照〉の2.の項のa恒)と、

3ーの項の6.7.の各々をクロスじて分析してみる。つまり、

幼児を昼間保育・養護する僚に、幼児集団だけで行って

いる施設と、年長児と一緒に保育・養護を行っている施

設とでは幼児に与える影響に速いがあるかどうかをみて

いくことにする。

第12表 (2a 恒，))と (3-6)

話:fTIltfz許十計N=14 I N=231 

a すぐれている 106 2 11 119 
(9.2) (4.2) (13.9) 

b ふ てコ う 705 30 45 780 
(61. 6) (61.3) (57目 1)

C 劣っている 335 16 23 374 
〈田 2) (34.5) (29.0) 

¥(1品J4ω1ω11，273 

( )=% 

第12表は、昼間の保育・養護の仕方と幼児の精神的発

達の関係を示したものである。幼児集団で保育・養護を

行っている施設は201箇所〈全体の87.0%)あり、幼児の

人数は1.146名の記入があった。そのうち、 705名 (61.6

%)の幼児は精神的発適がふつうであり、 335名 (29.2
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%)が劣つでいると判断された。同年令の幼児と比べ 第14表 (2 b一例〉と (3-'3.6ーの

つE吊知的〈精神的〉発達が優れていると判断された者は

106名 (9.2%)いた。

昼間の保育養護を年長児と一緒に行っている施設はも

16箇所 (6.9%)あり、 48名の幼児に関して記入があり、

精神的発達がふつうと判断された者が30名 (61.3%)

優れていると判断された者2名 (4.2%)劣っていると

判断された者16名 (34.5%)であった。

その他の方法(大半は年令別で行っている〉で保育・

5書離を行っている施設は14筒所 (6..1%)で79名の幼児に

関して記入があった。優れている者11名 (13.9%)ふつ

う45名 (57.1%)劣っている23名 (29.0%)であった。

第12表をパーセY トに注目して見ていくと、年長児と

一緒に昼間保育を行っている施設の幼児はやや精神的発

達が劣る傾向がみられ、その他の方法(年令別〉で行っ

ている施設の幼児は優れているという傾向がある。

次に、昼間保育の仕方と幼児の問題行動との関係を第

13表に示す。

第13表 (2a-~ロ9) と (3ー 7)

五土l段 izzH32|口
a 少ない

〈35403〉4 〈27.113〉
22 439 

(27.8) 

b ふつう
〈445.61〉1 

28 42 581 
(58.3) (53.2) 

c 多 し、
〈202.31〉1 

? 15 253 
(14.6) I (19.0) 

計 I(16 叱 6~_(l00.~51. 1，273 (1∞.0)1 II∞. 
く)=% 

幼児集団で昼間保育を行っている施設の幼児たちの

35.3%が問題行動が少ないと判断され、 20.1%が多いと

判断された。つまり、幼児集団では、周題行動が他のグ

ノレープ(年長児と一緒、その他〕に比べて少ない率が高

いが、同時、問題行動を示T幼児も比較的多くいるので、

グループ別の問題行動の多寡は左程ないと思われる。

5 幼児の部屋割が及ぼす影響について

ここでは調査用紙 (136，7頁〉の2目の賓のb-c坊と 3

の賓の 3目6.7. との関係をみていく。つまり、幼児の

宿舎蕗態がどの程度幼児たちに影響を及ぼしているかを

みていく。}

第14表の宿舎形怒と病気をする頻度との関係を見る

と、年長児との組合せ、で宿泊Lている幼児69名のうち、

月1回以上病気をする幼児は31名 (9.4%入，，2("3;IJ月

時よ葱l
'、年合と長わの組

児

せ
2.幼合け児のわ組せだ

3.その他

冒

N=69 N=133 N=14 

a 月1回以上 31 
σ868 〉 〈5.95〉病 (9目4)

気 b 2~3カ月に 1回 72 
(21.158〉8 

16 

を (21.8) (18.8) 

す
c 3.......6カ月にl回 114 

〈393.243〉

〈〈3405..3033〉4 0 〉
(34.5) 

る d 年 1回位 113 275 
頻 (34.3) (31. 5) 

度
330 874 85 

糟 I a 優れている 27 
(9853 〉(8目2)

神 b ふ ペコ う 202 
(615.437 〉 (62 

的
(61. 2) 

c 劣っている 101 254 
発 (30.6) (29. 1) (27. 

迷
330 874 

問
a 少 な し、

〈32107〉8 
， 312 

C40.0S〉4 (35:7) 

題 b ふ つ う
〈48.1650〉

385 
c. (40，の34 (44.1) 

行 C 多 し、
〈i8.862〉 〈2D.127〉7 

圃ー(2?よ.『801ー〉5 7 
動

330 874 

に 1 回位病気をする幼児は72名 (21. 8%)、 3~6 カ月に

1回位が114名(34.5%)、年1回位が113名(34.3%)であ

った。次に幼児だけの組合せで宿泊している幼児たちの

病気をする頻度は、月 l回以上が7.8;宮、 2~3 カ月に

1 回位が21. 5%、 3~6 カ月に 1 回位が39.2%そして、

年 l四位が31.5%であった。その他はそれぞれ、 5.9

Z、18.8%、35.3%、 そして40.0%であったLその結

果、幼児の宿合形態〈部屋割〉と病気をする頻度とはあ

まり関係はないと思われる。

同様にLて、精神的発達の優劣と宿舎形態との関係を

みでみると、それぞれの宿舎形態の下にある幼児は、大

体似たような、精神的発達傾向を示していることがわか

る。

また問題行動と宿舎形態との関係も殆どないという結

果が出た。

ここから次のような事が言える。つまり、年長児と起

居を伴にしている幼児と、幼児のみで起居している幼

児、さらには、年長児女子、年長女子と起居を停ピして

いる幼児たちのそれぞれは、病気をする頻度、精神的発

達、そして、問題行動はみな似通ったものであると言え
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る。換言すれば、宿舎形態のちがいが幼児に及ぽす影響

は殆どないと思われる。

6. 現場からの声

調査用紙の質問項目 4(138頁〉の職員・児童数及び職

員の勤務形態については、発問の仕方が些か漠然として

おり、応答記入もみなばらばらな状態であり、まとまっ

た結果を出しに〈かったので割愛した。尚、 dの項 (13

2頁参照〉は、記入数が全体の半数にも満たず記入方法

も各自まちまちで大別することが不可能であった。しか

し、この保母の勤務形態と幼児の援護との関係は当研究

会でも今後検討されねばならない課題ではあるので、今

個は省略するが、さらに研究を続けてその結果をまとめ

て発表する。

さて、質問項目の最後に保母たちからの忌憾のない意

見を書いて貰ったわけであるが、以下にその内容をi眠に

記す。

現場の保母たちの意見 (N=263、( )内の数字

は全意見に対する比率〕

。社会性をもたせる為に地域児童との接触及び施設外

の通闘が必要である。 (33.1;め

。年令が混在しているので保育のカリキュラムが立て

られない。(14.1;め

。保育教材費40門では何も賀えない。(12.2%)

。職員の増員〈特に幼児担当保母の増員〉を望む。

(10.6%) 

O 幼児専用の諸設備・施設が欲しい。(特に保育室〉

(10.3%) 

。生活と保育の場を切り離す必要がある。さもなけれ

ば保育効果は期待出来ない。 (4.9%)

0 生活指導担当者と保育指導担当者とをはっきり区別

して分けるべきである。 (4.9%)

O 栄養士、活護婦を怪いて欲しい。(1.5%) 

以上、現場の保母たちの意見をいくつか記してみたわ

けであるが、上記のほかにも、保母同士の意見の交換の

場が欲しい、労働条件の是正、幼児担当保母のための研

修会・講習会を開いて欲しい等の意見も幾っか見られ

た。

7. 総括

当調査では養護施設における幼児を指導する際に如何

なることが問題となるかを知り、それによって今後の養

護施設の在り方を考えてゆこうとの目的をもって諸国か

ら大雑把に現状を把握してきたわけである。前述した如

く、ニれはあくまでパイロットスタディであり、この調

査の結果は今後の研究の指針として取り扱うべきもので

ある。この結果を参考にし、また方法論上の問題をも考

慮に入れて、m:まれない幼児児童の為によりよい環境を

つくっていくよう一層の努力をするつもりである。

(附記〉児童福祉施設経営管理研究部会は、昭和45年度

研究業絞が録集にミ乳幼児のホスピタリズムに関連し

て、文献考察を発表したが、引続いて H養護施設におけ

る幼児の指噂調査、をここに発表Lた。部会はまず養護

施設について、幼児調査次いで身体面心理函をアプロー

チすることとし、これがすむと保育所に及ぷ予定であ

る。メ Yパーとして厚生省から鈴木政次郎技官が加って

いるが、本報告では替って二川守技官が参加した。

Investigation into Child Guidance at the Institutes for 

Dependent， Neglected and Abused Maltreatβd Children 

Dept. 9 Ichiji Kida 

Ichiro Naka 

et al 

A pi10t study has been made to catch hold of the actual status of child guidance at the institutes 

for caring dependent. neglected and abused maltreated children for the purpose of knowing what 

problems are existent in the institutes and to think over how future institutes should be. The re-

sults of the p日開ntinvestigation are to be llsed as indices to our future study. 
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